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入間市博物館アリット
　6月1日の入間新緑たてものツアーの訪問
先の一つ、入間市博物館では、宮臣副館長に
お話しいただき、お茶の博物館ならではの展示
と狭山新茶ふるまいを楽しみました。

うらわ美術館
「ボンジュール ！ フランスの絵本たち
－カストール文庫やババール絵本の誕生を中
心に－」 7/12～9/7
　20世紀初頭に生み出されフランスの絵本史
に大きな一歩を記した「カストール文庫」、同時
期に誕生した絵本『ぞうのババール』を中心
に、発展期の絵本と「遊ぶ」絵本の系譜を紹介
し、フランスの絵本の魅力を解き明かします。

川口市立アートギャラリー・アトリア
「アーティスト・ラボ　「つくられる」の実験」

7/19～8/31
　気鋭のアーティスト江川
純太・谷本真理・知念ありさ・
安西剛の作品制作に鑑賞者
が様々な手法で参加。鑑賞
者に作品を「つくられる」実
験を通して、4名それぞれの
制作の新たな展開を生み出します。

川越市立美術館
特別展「生誕130年　川瀬巴水展 
― 郷愁の日本風景」 7/19～9/7

　大正から昭和にかけて日本各地の風景を描き
続け、「昭和の広重」と称された木版画家、川瀬巴
水（1883-1957）の画業の全貌を回顧します。

埼玉県立近代美術館
企画展「戦後日本住宅伝説
ー挑発する家・内省する家」 7/5～8/31
　1950年代から70年代に建てられた戸建て
住宅にフォーカスする展覧会。人間の私的な居
場所である住空間に対しての多様な試みを、
戦後を代表する16人の建築家の作品から探り
ます。　　　　　　 　    　　　　　  （A.O）

連携美術館情報

　「旅する小さな家」と題して、県内の様々な場所に

もっていくことのできる、小さなスペースのアイデ

アを公募する企画についてご紹介します。誰でも応

募できるようにしたので、どんなアイデア

が出てくるのかとても楽しみですが、その

細かい内容は応募要項を読んでいただく

ことにしてここでは割愛し、「旅する小さ

な家」の僕なりの背景について書きたい

と思います。

　さいたま市の別所沼公園に「ヒアシン

スハウス」という小さな建物があります。

詩人で建築家の立原道造のスケッチをも

とにして、今から約10年前に建てられま

した。立原道造が自身の週末住宅として

構想していたとても小さな平屋の建物で

す。僕はその建設当時から今に至るまで、

運営に関わってきました。

　ヒアシンスハウスに明確な用途はあり

ません。公園を訪れた人が立ち寄ってひ

とときを過ごす、それだけのための空間

です。ヒアシンスハウスが建てられたばか

りの頃は、「この小屋は何ですか?」と公園を行き交

う人々に度々尋ねられました。明確な用途がないの

で、その質問に答えるのは難しかったわけですが、

そういった質問をしてくれるということは、ヒアシン

いうことは、それだけで大きな魅力を秘め

ているのです。（もっとも、大きな建物で明

確な用途がないものなど建設されるはず

もないのですが…）

　この「小さな家」の中にいると、別所沼

公園の風景が少し異なって感じられま

す。まるで、自宅の小さな書斎からその風

景を眺めているような感じがして、自分

（のまわりの空間）が、公園の木々や沼へ

とダイレクトに連続していくように感じら

れるのです。小さな空間は、その小ささゆ

えに、その中にいると身体的な領域が拡

張されて、その周囲の場所の魅力をより強

く感じさせ、再発見させてくれるような感

じがしています。

　そんなわけで、「旅する小さな家」の構想

を思いつきました。「小さな家」が、その旅先の魅力

を僕らに気付かせてくれて、そこから様々なアート

の可能性が拡がっていくようなものになればと思っ

ています。　　　　　　　　　　　　　  　（S.S）

スハウスという「小さな家」に興味をもってくれたと

いうことでもあると思っています。もしヒアシンスハ

ウスが大きな建物だったら、人々はそのように尋ね

ることはなかったのではないでしょうか。「小さい」と

アート空間デザインコンペ

旅する小さな家

詩人立原道造の夢の家、巨匠ル・コルビュジェの終の棲家となった休暇小屋、黒川紀章の中
銀カプセルタワーのプロトタイプなど、埼玉県内にはきわめてユニークで貴重な「小さな
家」があります。この「小さな家」をめぐる旅から今年度の「あなたと どこでも アート／小さ
な家プロジェクト」が始動しました。「旅する小さな家」の魅力的な構想を公募し、実際に作っ
てこれを起点にアートを楽しむ事業を中心に、美術、音楽、ダンスなどジャンルを超えて「小
さな家」を自由に解釈して展開する多彩なアートプログラムが、県内各地で開催されます。
暮らしに身近な場でアートを再発見しご一緒に楽しみましょう。
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　SMFアート寺子屋2014 vol.1（2014年6月22

日） では、アートプランナーの三ツ木紀英さん、アー

ティストやアートイベントを紹介するウェブサイトを運

営している竹本清香さん、社会学者で東京芸術大学

准教授の毛利嘉孝さんを招き、各氏の活動について

の講演と、パネルディスカッションを通して、SMFが目

指すプラットフォームの方向性を模索します。

　SMFでは2008年から、埼玉県内で様々なアート

を軸とするイベントを、建築家、美術家、美術教員、舞

踊家、美術館･博物館の学芸員や職員、音楽家と共

に実施してきました。徐々に様々なアーティストの交

流の輪や場が形成され、定着しつつあります。アー

ティストが交流したり作品を発表したりする場として

のプラットフォームは既に形が見え始めているとも

いえるでしょう。

　そのような流れのなかで、SMFアート寺子屋

2014 Vol.1 「あなたも今日からアーティスト」では、

SMFがこれから考えていくアートプラットフォーム

を、インターネット上に形成していく方法を模索しま

す。そのプラットフォームは、プロのアーティストだけ

でなく、将来アーティストになりたい人、かつてアー

ティストだった人、休日だけアーティストをやっている

人など、プロやアマチュアを問わず、アートに関わる

全ての人々が自由に参画できる仮想空間を想定し

ています。私たちは、その仮想空間の形成を通して、

アートを軸として展開する全ての事柄をアーティス

ティックな行為として拡大して捉え、より多くの人々

が参画可能なプラットフォームを形成したいと考え

ています。かつて、アーティストのコロニイは、私たち

が実際に生活する実空間のユートピアとして多くの

人々のあこがれでした。一方私たちが目指している

プラットフォームは、アートに関わる全ての人々に

よって形成されるバイオトープであり、インターネット

上の仮想空間における創造的思考の生態学的環境

といった、より拡がりのあるユートピアとなることを

願っています。　　　　　　     　　　　　 （T.S）

SMFアート寺子屋2014 Vol.1 「あなたも今日からアーティスト」

アート散歩「小さな家をめぐる旅」と「入間新緑たてものツアー」
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　5月31日の「アート散歩　小さな家をめぐる旅」、続

く6月1日の「入間新緑たてものツアー」は、SMFの企

画として定番になりつつあるアート散歩の、バスツ

アー版。ともに、暑いくらいの好天に恵まれて、多くの

方に楽しんでいただくことができました。

　「小さな家をめぐる旅」のほうは、さいたま市・埼玉

県で、ここのところちょっとしたブームになっている6

つの小屋を見てまわるという、ややマニアックなツ

アー。大きくて立派な建築を見に行くならともかく、な

ぜ小屋を ？ と思われるかもしれませんが、様々な理

由から生まれた小さな空間を実際に体験することで、

小屋の魅力に触れてみようというものでした。それぞ

れの持ち主や、実際に住んでいる方などの解説もあ

り、時代も背景も異なる建築の原型のようなものに、

迫ることができました。

　「入間新緑たてものツアー」は、今回初めて、入間

市観光協会、入間市博物館と共催。募集開始日に定

員超え、当日はスタッフ含め50名の参加となりまし

た。入間といえば「お茶」というイメージですが、入間

は意外とアメリカンな街だった、というのが新しい目

のつけどころ。アメリカ人の英語バスガイ ドも雰囲気 

を盛り上げます。

　旧石川組製糸西洋館では、進駐軍による改造箇所

も丁寧に解説され、その後バスでアメリカ人建築家ア

レグザンダーが設計した盈進学園東野高等学校へ。隣

接した入間市博物館にも、お茶や絹糸をアメリカに輸

出した時のラベルがあります。刈り取りの済んだ茶畑の

間を歩いて製茶園で新茶試飲。その後、アメリカンな 

ジョンソンタウンを見て回り、そこでの大澤加寿彦さん

のミニライブで、 ホットな一日が終わりました。    （Y.A）

▲原田紀子さんの茅葺き小屋（川口市）

▲ジョンソンタウン（入間市）▲中銀カプセル（さいたま市）

▲カップマルタンの休暇小屋（行田市）

▲旧石川組製糸西洋館（入間市）

▲盈進学園東野高等学校（入間市）　　  スケッチ：青山恭之
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